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市
税
の
納
付
は
、
納
め
忘
れ
が
な
く
便
利
な

　

小
山
町
馬
場
土
地
区
画
整
理
組
合
及

び
小
山
町
田
端
土
地
区
画
整
理
組
合
の

事
業
計
画
変
更
の
関
係
図
書
を
ご
覧

（
縦
覧
）
い
た
だ
け
ま
す
。

○
縦
覧
期
間　
　

月　

日
〜　

日

１０

１３

２６

○
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

○
縦
覧
場
所　

区
画
整
理
課
（
木
曽

町
）

□問
 

区
画
整
理
課
11
７
９
２
・
３
７
７
１

小
山
町
馬
場
土
地
区
画
整
理
組
合
及
び

小
山
町
田
端
土
地
区
画
整
理
組
合
の
事

業
計
画
変
更
の
関
係
図
書

ご

覧

下

さ

い

末
、
Ｓ
子
さ
ん
か
ら
花
の
写
真
と
感
動

で
つ
づ
っ
た
手
紙
が
届
い
た
。

　

「
毎
日
朝
か
ら
見
て
い
た
が
だ
め
で

し
た
。
午
後
ベ
ラ
ン
ダ
に
出
て
み
る

と
、
鉢
に
青
紫
色
の
花
が
開
い
て
い
た

の
で
す
。
初
め
て
見
た
花
！
一
セ
ン
チ

ほ
ど
の
小
さ
な
可
愛
い
花
で
す
。
横
か

ら
見
る
と
口
を
開
い
た
タ
ヌ
キ
の
よ
う

に
見
え
る
の
で
す
。
朝
寝
坊
の
タ
ヌ
キ

は
午
後
の 
陽  
射 
し
に
開
き
、
夕
方
薄
暗

ひ 

ざ

く
な
る
と
も
う
閉
じ
て
寝
て
し
ま
う
の

で
す
。
」
こ
の
観
察
眼
の
鋭
さ
に
私
も

感
動
。
今
、
そ
の
孫
や
ひ
孫
た
ち
が
、

鶴
川
団
地
の
「
き
つ
ね
く
ぼ
緑
地
」
に

ひ
っ
そ
り
と
生
き
て
い
る
。

（
大
蔵
町
・
中
野
進
）

　

私
が
町
田
に
住
む
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
、
タ
ヌ
キ
が
住
宅
地
に
出
没
す
る
話

は
絶
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
車

に
ひ
き
殺
さ
れ
た
も
の
も
何
頭
か
い

る
。
と
こ
ろ
が
最
近
さ
っ
ぱ
り
見
掛
け

な
く
な
っ
た
。
だ
ん
だ
ん
見
ら
れ
な
く

な
っ
た
の
は
、
タ
ヌ
キ
や
キ
ツ
ネ
ば
か

り
で
は
な
い
。
そ
の
名
も
タ
ヌ
キ
の
名

前
の
付
い
た
タ
ヌ
キ
マ
メ
と
い
う
植
物

も
、
い
つ
し
か
姿
を
消
し
て
し
ま
っ

た
。
日
当
た
り
の
よ
い
草
地
や
丘
陵
地

に
自
生
し
て
い
た
が
、
多
摩
丘
陵
で
は

一
九
八
〇
年
頃
に
は
ほ
と
ん
ど
絶
滅
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

幸
い
に
し
て
、
谷
戸
山
を
調
査
し
て

い
た
ら
、
そ
の
タ
ヌ
キ
に
偶
然
出
会
う

こ
と
が
で
き
た
。 （

そ
の　

）
２６０

タ

ヌ

キ

マ

メ

　

タ
ヌ
キ
マ
メ
は
マ
メ
科
の
一
年
草
。

背
丈
は
二
〇
〜
七
〇
セ
ン
チ
く
ら
い
。

七
〜
九
月
に
青
ま
た
は
青
紫
の
花
を
付

け
る
。
マ
メ
科
は
普
通
複
葉
で
あ
る

が
、
タ
ヌ
キ
マ
メ
は
細
長
い
葉
一
枚
ず

つ
互
生
に
付
け
る
変
わ
り
物
。
花
が
咲

き
終
わ
っ
た
後
、
黄
褐
色
の
長
い
毛
で

覆
わ
れ
た 
萼 
は
さ
ら
に
一
セ
ン
チ
ほ
ど

が
く

伸
び
、
果
実
（
豆
果
）
を
包
む
。
こ
の

毛
む
し
ゃ
ら
の
膨
ら
ん
だ
果
実
の

形
が
い
か
に
も
タ
ヌ
キ
に
そ
っ
く

り
な
の
で
あ
る
。

　

あ
る
会
合
の
席
で
、
こ
の
希
少

植
物
の
保
護
と
再
生
に
つ
い
て
話

し
た
と
こ
ろ
、
ぜ
ひ
育
て
て
み
た

い
と
い
う
申
し
込
み
が
大
勢
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
そ
の
年
の
九
月

丘
陵
か
ら
消
え
た
タ
ヌ
キ

　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
た

め
、
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
及
び
住
宅

木
造
住
宅
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
及
び

住
宅
改
修
助
成
を

行

い

ま

す

改
修
に
要
し
た
経
費
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

【
木
造
住
宅
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
助

成
】

○
対
象
住
宅　

昭
和　

年
５
月　

日
以

５６

３１

前
の
建
築
確
認
を
得
て
建
築
さ
れ
た
２

階
建
て
以
下
の
戸
建
て
住
宅

○
対
象
者　

助
成
対
象
住
宅
を
所
有
す

る
市
民
で
、
既
に
納
期
の
経
過
し
た
市

税
を
完
納
し
て
い
る
方

〈
耐
震
診
断
〉

○
助
成
金
の
交
付
額　

耐
震
診
断
に
要

し
た
経
費
に
２
分
の
１
を
乗
じ
て
得
た

額
と
し
、　

万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

１０

〈
耐
震
改
修
〉

○
助
成
対
象　

①
町
田
市
木
造
住
宅
耐

震
診
断
助
成
金
交
付
要
綱
に
基
づ
く
耐

震
診
断
の
結
果
、
総
合
評
点
が
０
・
７

未
満
と
診
断
さ
れ
た
も
の
②
耐
震
改
修

を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
、
事
後
の
耐

震
診
断
の
総
合
評
点
が
１
・
０
以
上
に

な
る
と
判
断
で
き
る
こ
と

○
助
成
金
の
交
付
額　

耐
震
改
修
に
要

し
た
経
費
に
２
分
の
１
を
乗
じ
て
得
た

額
と
し
、　

万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

５０

【
住
宅
改
修
助
成
】

○
対
象
住
宅　

自
己
の
居
住
の
用
に
供

す
る
専
用
部
分
で
戸
建
て
住
宅
と
分
譲

マ
ン
シ
ョ
ン

○
対
象
者　

助
成
対
象
住
宅
を
所
有
す

る
市
民
で
、
既
に
納
期
の
経
過
し
た
市

税
を
完
納
し
て
い
る
方

○
助
成
対
象
工
事　

①
屋
根
の
過
半
を

葺
き
替
え
る
等
の
耐
久
性
向
上
改
修
工

事
②
段
差
解
消
等
の
加
齢
対
応
型
住
宅

改
修
工
事
③
親
子
等
直
系
親
族
の
二
世

帯
が
住
む
た
め
に
居
室
・
ト
イ
レ
等
を

設
置
す
る
二
世
帯
住
宅
改
修
工
事
④
化

学
物
質
を
使
用
し
な
い
内
装
材
へ
の
張

り
替
え
や
断
熱
材
使
用
に
よ
る
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
化
の
環
境
共
生
住
宅
改
修
工
事

（
助
成
対
象
工
事
の
詳
細
は
、
建
設
部

住
宅
課
に
相
談
し
て
下
さ
い
）

○
助
成
対
象
と
な
る
改
修
工
事
費　

消

費
税
を
含
ま
な
い　

万
円
以
上

４０

○
助
成
金
の
交
付
額　

住
宅
改
修
に
要

し
た
経
費
に
１
０
０
分
の
５
を
乗
じ
て

得
た
額
と
し
、　

万
円
を
限
度
と
し
ま

１０

す
。

※
申
し
込
み
前
に
、
事
前
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

※
申
し
込
み
は
、
改
修
工
事
の
着
手
前

に
行
っ
て
下
さ
い
。
着
手
ま
た
は
完
了

後
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
下
さ
い
。

○
受
付
場
所　

住
宅
課
（
中
町
第
二
庁

舎
１
階
）

□問
 

住
宅
課
11
７
２
４
・
１
１
３
０

受
け
付
け
ま
す

　

２
０
０
５
年
度
以
降
に
市
が
発
注
す

る
す
べ
て
の
契
約
の
競
争
入
札
に
参
加

を
希
望
す
る
方
は
申
請
し
て
下
さ
い
。

　

な
お
、
市
で
は
、
都
内
区
市
町
村
が

共
同
で
構
築
す
る
電
子
自
治
体
（
東
京

電
子
自
治
体
共
同
運
営
）
に
参
加
し
、

入
札
情
報
提
供
、
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
、
入
札
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
行
う
電
子
調
達
サ
ー
ビ
ス
を
導

入
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
今
ま
で
の
申

請
と
は
異
な
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
の
電
子
申
請
と
な
り
ま
す
。
詳
細

は
、
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
事
業

者
の
み
な
さ
ん
へ
↓
入
札
・
契
約
↓
契

約
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

※
事
前
に
準
備
し
て
い
た
だ
く
も
の
が

あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
確
認
下

さ
い
。

○
受
付
期
間　
　

月
１
日
〜　

日

１２

２８

□問
 

契
約
課
11
７
２
４
・
２
５
２
３

２
０
０
５
年
度
以
降
の
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請

催

し

【
①
２
０
０
４
年
度
自
主
男
女
共
生
学

ま
ち
だ
中
央
公
民
館

級
公
開
研
修
会
】

　

公
民
館
で
は
現
在　

の
学
級
が
自
主

１４

男
女
共
生
学
級
と
し
て
学
習
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
左
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

○
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

５０

２００４年度自主男女共生学級公開研修会日程表
講　　師内　　容期　　日

弁護士・日本女性
法律家協会副会長

志田なや子氏
女性と法律１０月３０日（土）

フェリス女子学院
大学文学部教授

諸橋泰樹氏

「婦人」から「女性」へ
－時代の流れから「ジェンダー」

「男女共同参画」を視る－
１１月５日（金）

“人間と性”
教育研究所所長
高柳美知子氏

“生と性”私の大切なもの
（性教育とは何か、

そして、その必要性とは）
１１月１２日（金）

【
②
市
民
講
座
「
情
報
の
海
を
泳
ぐ

・
み
ん
な
の
メ
デ
ィ
ア
大
研
究
」
】

　

真
実
を
見
抜
き
、
情
報
の
洪
水
を

上
手
に
泳
ぐ
方
法
を
探
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？

　

左
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

○
時
間　

午
後
２
時
〜
４
時

○
講
師　

立
教
大
学
社
会
学
部
教
授
・

服
部
孝
章
氏

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

３０

みんなのメディア大研究日程表
内　　　容期　　日

ペンは剣より強いのか
～メディア規制の現状～１１月１３日（土）

真実は作られる？
　　　メディアリテラシーとは
～情報操作、戦争、災害、

犯罪報道と編集、メディアと政治～

１１月２７日（土）

人権と報道
～表現の自由、プライヴァシー、差別と報道～１２月１８日（土）

情報発信者になるには
～インターネット、地域メディアの可能性～

２００５年
１月１５日（土）

【
③
市
民
講
座
「
暮
ら
し
の
中
の
安
全

学
Ⅱ
」
】

　

こ
の
講
座
で
は
、
最
近
の
事
例
を

も
と
に
、
各
界
の
専
門
家
に
暮
ら
し
の

中
の
安
全
に
つ
い
て
の
知
識
を
お
話
し

い
た
だ
き
ま
す
。
自
分
の
身
の
回
り
の

安
全
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

左
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

○
時
間　

午
後
２
時
〜
４
時

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

３０

◇

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

方○
会
場　

ま
ち
だ
中
央
公
民
館

○
申
し
込
み　

直
接
ま
た
は
電
話
で
、

③
は　

月
３
日
午
後
５
時
ま
で
に
ま
ち

１１

だ
中
央
公
民
館
（
11
７
２
８
・
０
０
７

１
）
へ
。

暮らしの中の安全学Ⅱ日程表
内　　　容期　　日

災害から身を守る１１月４日（木）

犯罪の被害に遭わないために１１月１１日（木）
交通事故を起こさないための
心がけ１１月１８日（木）

あなたのお財布
大丈夫ですか１１月２５日（木）

ミクロの恐怖　感染症の現状１２月２日（木）
そんな使い方でいいの!?
製品安全の知識１２月９日（木）

　

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
道
路
に
関

す
る
相
談
の
中
で
は
、
生
活
に
密
着
し

た
道
路
（
生
活
道
路
）
に
関
す
る
も
の

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
抜
け
道
を
探
し
て
迷
い

込
ん
で
く
る
自
動
車
に
つ
い
て
の
相
談

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
相
談
内
容
の
例

と
し
て
は
、
「
通
り
抜
け
で
き
な
い
道

路
に
迷
い
込
ん
で
き
て
、
狭
い
と
こ
ろ

で
切
り
返
し
を
す
る
車
が
多
く
危
険
を

感
じ
る
」
「
抜
け
道
と
し
て
利
用
す
る

車
が
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
さ
な
い
の
で
危

険
だ
」
と
い
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

生
活
道
路
の
幅
員
や
歩
行
者
等
の
道

路
環
境
の
条
件
か
ら
、
一
歩
間
違
え
る

と
重
大
事
故
の
原
因
と
な
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
マ
ナ
ー

を
守
っ
て
、
安
全
で
快
適
な
生
活
道
路

環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

○
「
こ
の
先
行
き
止
ま
り
」
や
「
こ
の

先
車
両
の
通
り
抜
け
は
で
き
ま
せ
ん
」

な
ど
の
案
内
看
板
に
注
意
し
て
運
転

し
、
誤
っ
て
進
入
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

○
行
き
止
ま
り
道
路
や
、
車
両
が
通
り

抜
け
で
き
な
い
道
路
に
誤
っ
て
進
入
し

て
し
ま
っ
た
と
き
は
、
歩
行
者
等
に
対

し
て
細
心
の
注
意
を
払
い
、
安
全
を
心

が
け
て
通
行
し
ま
し
ょ
う
。

○
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
は
事
故
の
原

因
に
な
り
ま
す
。
特
に
生
活
道
路
で

は
、
歩
行
者
と
の
接
触
の
お
そ
れ
が
あ

り
危
険
で
す
。
ま
た
、
小
さ
な
子
ど
も

は
、
運
転
者
の
視
界
に
入
ら
な
い
場
合

も
多
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

□問
 

道
路
管
理
課
11
７
２
４
・
１
１
５
１

　

花
の
香
り
漂
う
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
め
ざ
し
、
市
と
「
町
田
市
花
と
み
ど

り
の
会
」
共
催
に
よ
る
第　

回
「
秋
の

６４

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
審
査
会
が
９
月

　

日
に
行
わ
れ
、
ふ
よ
う
病
院
グ
ル
ー

１７プ
ホ
ー
ム
あ
お
ぞ
ら
中
庭
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
隊
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
３
０
９
団
体
の
中
か
ら
花
壇

の
総
合
美
、
デ
ザ
イ
ン
、
草
花
の
生
育

状
況
な
ど
に
つ
い
て
審
査
が
行
わ
れ
、

最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、
優
良
賞
、
努
力

賞
が
決
ま
り
ま
し
た
。

【
最
優
秀
賞
】
ふ
よ
う
病
院
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
あ
お
ぞ
ら
中
庭
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

隊【
優
秀
賞
】
鶴
川
第
２
小
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
成
瀬
西
楽
成
会
、
武
蔵
岡
中
学
校

【
優
良
賞
】
本
町
田
住
宅
花
と
み
ど
り

の
会
、
南
つ
く
し
野
幸
城
ク
ラ
ブ
、
高

北
自
治
会
花
の
会
、
せ
ん
げ
ん
フ
ラ
ワ

ー
、
コ
ー
プ
と
う
き
ょ
う
コ
ー
プ
ガ
ー

デ
ン
、
き
き
ょ
う
保
育
園
、
南
つ
く
し

野

こ

う

ま
、
つ
く

し
野
貝
が

ら
公
園
花

と
み
ど
り

の
会
、
忠

生
自
然
第

３

ク

ラ

ブ
、
お
花

の
会
秋
桜
、
神
閣
寺
公
園
花
と
み
ど
り

の
会
、
南
つ
く
し
野
つ
ば
き
グ
ル
ー

プ
、
大
戸
小
学
校
、
忠
生
中
学
校

【
努
力
賞
】
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
木

曽
、
南
大
谷
の
ぞ
み
会
フ
ラ
ワ
ー
ク
ラ

ブ
、
南
つ
く
し
野
１
丁
目
側
す
ず
か
け

大
通
り
グ
ル
ー
プ
、
す
ず
か
け
大
通
り

４
丁
目
、
丸
山
団
地
「
ふ
れ
あ
い
花

壇
」
運
営
サ
ー
ク
ル
、
森
野
３
丁
目
自

治
会
、
町
田
自
然
幼
稚
園
、
薬
師
中
学

校
環
境
委
員
会
、
町
田
第
４
小
学
校
、

町
田
第
１
中
学
校

□問
 

公
園
緑
地
課
11
７
９
３
・
７
６
１
２

安
全
で
快
適
な
生
活
道
路
環
境
を

守
り
ま
し
ょ
う

タヌキマメ
（H１６．９．２０鶴川にて撮影）

最優秀賞の花壇


